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【本領域の目的】 

2011 年3 月11 日の大地震および津波の発生

を契機として、東京電力福島第一原子力発電所の

事故が併発した。原子炉施設から放射性核種が福

島県周辺地域に飛散し、大気の拡散輸送過程によ

り全球に拡散した。沈着した放射性核種は、事故

発生後１年以上を経て、短期予測や除染などの対

策基盤策定のための調査から、長期予測を視野に

入れた学術研究の必要性が高まっている。

今後は、地表面に降り積もった放射性物質の再飛

散や、海洋や河川湖沼の放射性物質の吸着した土

砂の移動、森林・農作物、陸・海洋生物への移行

が問題となり、さまざまな循環・相互作用が介在

するからである。

 この放射能汚染は、各学問分野の単独的取組で

は解決できない複合的で未曾有の問題であり、地

球環境科学の多くの分野に、放射化学や放射線計

測技術の分野などを加えた分野横断的で新しい学

問領域を創設して取り組むことが必須である。こ

うした長期的な環境中の放射性物質の移行、環境

動態予測に研究者が英知を結集させて取り組み、

世界をリードする新たな研究領域の形成を目指す。 

【本領域の内容】

本領域研究では、研究項目を大まかに4項目（研

究項目A01～A04）に区分したうえで、協働で各研

究を深化させるとともに、相互にフィードバック

を図れるように設定する｡［研究項目A01］では、

放射性物質の大気への影響に着目し、放射性降下

物大気循環モデリングと移行過程の理解、および

大気沈着・拡散過程、陸面相互作用の理解を目指

す。

［研究項目A02］では、放射性物質の海洋への影

響に着目し、海洋、海洋底における放射性物質の

分布状況要因把握、および海洋生態系における放

射性物質の移行・濃縮状況の把握を目指す。［研

究項目A03］では、放射性物質の陸域での移行に

着目し、水・土砂移動に伴う放射性物質の移行過

程の理解、および、陸域植生、生態系の放射性物

質の移行過程の理解を目指す。［研究項目A04］

では、移行に伴う放射性物質の存在形態の解明お

よび測定技術の開発に着目し、A01-A03班と協力

しながら、さまざまな化学形態における放射性物

質測定技術の開発を目指す。

【期待される成果と意義】

 本研究では、このような横断的なチームを立ち

上げ、地球環境科学の関連分野の連合体を核とし

て複数の関連異分野を取り込む構成によって、汚

染状況の実態把握と放射性物質の移行･拡散過程

のモデル化を図る｡そして、さまざまな学際研究を

通して、長期対策を要する科学的知見とモデル基

盤を確立する。このように福島原発事故に伴う放

射性核種の環境動態に関する学際研究を通じて、

わが国の地球環境科学の学術水準を強化するとと

もに、社会への貢献を図る。
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